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細 川  徹 
HOSOKAWA Toru 
 
 
最終所属部局  教育学研究科・総合教育学専攻 
職名      教授 
生年月日    1949年 9月 24日 
出身大学    東北大学文学部哲学科心理学専攻          1972年卒業 
出身大学院   東北大学大学院文学研究科修士課程心理学専攻    1975年修了 
取得学位    医学博士（東北大学）               1982年 
略歴      東北大学医学部助手                1975年～1986年 
東北大学医学部講師                1986年～1988年 
東北大学医療技術短期大学部助教授         1988年～1994年 
東北大学教育学部助教授              1994年～1998年 
東北大学教育学部教授               1998年～2000年 
東北大学学際科学研究センター教授（兼務）     1998年～2001年 
東北大学大学院教育学研究科教授          2000年～2015年 
東北大学評議員                  2002年～2004年 
東北大学大学院教育学研究科副研究科長       2005年～2007年 
東北大学大学院教育学研究科研究科長        2007年～2009年 
 
＜研究活動に関する情報＞ 
専門分野 
 発達障害学 
 認知神経心理学 
  
研究課題 
 １．読字障害（ディスレクシア）児の実態解明に関する研究 
 ２．発達障害児の認知特性に関する研究 
 ２．乳幼児期の認知発達と知的機能に関する研究 
 
所属学会 
 American Psychological Association 
  日本心理学会 
 日本リハビリテーション医学会 
 日本小児神経学会 
 日本特殊教育学会 
 日本発達障害学会 
 東北心理学会 
 
学会活動 
 日本心理学会代議員 2005年度～2006年度 
 
学術受賞 
 なし 
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競争的資金獲得状況 
○文部科学省科学研究費補助金 
1. 脳卒中後遺症患者の認知過程に関する神経心理学的研究.  
1977年度 奨励研究（Ａ）（研究代表者） 
2. 大脳半球損傷患者の時間分解能と順序判断に関する神経心理学的研究. 
 1980年度  一般研究（Ｄ）（研究代表者） 
3. 大学生における適応の構造と適応過程の予測因に関する追跡的研究. 
 1984年～1986年度  一般研究（Ｃ）（研究分担者） 
4. 注意の偏りと情動に関する臨床神経心理学的研究. 
 1990年度 一般研究（Ｃ）（研究代表者） 
5. 健康及び生活習慣とパーソナリティとの関連. 
 1991年度 一般研究（Ｃ）（研究代表者） 
6. 連続遂行課題における脳障害児（者）の注意過程の神経心理学的研究. 
 1994年度 一般研究（Ｃ）（研究代表者） 
7. “慢性疲労児” の学校適応とケアに関する研究. 
 1994年度～1996年度 基盤研究（Ｂ）（研究分担者） 
8. 脳性麻痺児における適応技能の発達の（非）累積的モデルの検証. 
 1995年度～1997年度 基盤研究（Ｃ）（研究代表者） 
9. 児童の対人ストレスと学校適応に関する研究. 
 1998年度～2000年度 基盤研究（Ｃ）（研究分担者） 
10. 通級指導教室における学習障害児の実態とその教育的支援に関する研究. 
 1999年度～2001年度 基盤研究（Ｃ）（研究代表者） 
11. パーソナリティの健康影響に関する大規模コホート研究. 
 2001年度～2002年度 基盤研究（Ｂ）（研究分担者） 
12  乳幼児期における視覚認知機能に基づく知的発達の予測. 
 2002年度～2004年度 基盤研究（Ｂ）（研究代表者） 
13. 学習障害児（読み書き障害児）における作業記憶の発達に関する神経心理学的研究. 
2002年度～2004年度 基盤研究（Ｃ）（研究分担者） 
14. パーソナリティ及びストレスとがん患者の予後に関する前向きコーホート研究. 
 2003年度～2004年度 基盤研究（Ｂ）（研究分担者） 
15. 学習障害（読み障害）児の読みの認知神経心理学的評価法の開発. 
 2005年度～2008年度 基盤研究（Ｂ）（研究分担者） 
16. 乳幼児における鏡像自己認識機能のモジュール性と認知発達の予測. 
 2006年度～2008年度 基盤研究（Ｂ）（研究代表者） 
17. 研究中心総合大学において特別のニーズを有する学生に対する支援システムの構築. 
2009年度～2010年度 挑戦的萌芽研究 （研究代表者） 
18. 読み障害児の認知神経心理学的評価法の実践的活用に関する研究. 
 2009年度～2011年度 基盤研究（Ｃ）（研究分担者） 
19. 乳幼児期における認知・感情・行動発達の機能的解明. 
 2010年度～2013年度 基盤研究（Ｂ）（研究分担者） 
20. ストレス関連ホルモンと乳がん罹患・予後に関する分析疫学研究. 
 2011年度～2015年度 基盤研究（Ｂ）（研究分担者） 
21. 顕在的セルフ・アウェアネスの段階的分化とその変容過程の行動的解明. 
 2012年度～2014年度 基盤研究（Ｃ）（研究代表者） 
22. 乳幼児期の行動発現が心理・社会的発達に及ぼす効果の機能的分析. 
 2013年度～2015年度 基盤研究（Ｂ）（研究分担者） 
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23. 八重山諸島における小中学校の近未来－教育人口学的アプローチ. 
 2014年度～2015年度 挑戦的萌芽研究 （研究分担者） 
 
○その他の競争的資金獲得 
  1. 高齢障害者の機能障害と訓練効果の評価に関する研究. 
 1995年度 厚生労働科学研究費補助金（分担研究者） 
  2. 高齢失語症患者及びその配偶者の心理社会適応を支援するプログラムの開発. 
 1995年度 ジェロントロジー研究助成（財団法人日本火災福祉財団）（代表研究者） 
  3. 在宅高齢者・障害者を介護する者の負担感－日本語版評価尺度の開発―. 
 1995年度 健康文化研究助成（明治生命厚生事業団）（共同研究者） 
  4. 高齢障害者の機能回復の長期予後に関する研究. 
 1996年度～1998年度 厚生労働科学研究費補助金 （分担研究者） 
  5. 情報弱者によるリアルタイム・コンサルテーションの有効性に関する調査研究. 
 1999年度～2001年度 科学技術振興調整費 （主任研究者） 
  6. 乳幼児期の虐待防止および育児不安の母親の支援を目的とした母子保健に関する研究. 
2000年度～2002年度 厚生労働科学研究費補助金 （分担研究者） 
  7. 生活環境中の化学物質が胎児脳と出生後の発達に及ぼす影響の疫学的研究. 
 2000年度～2002年度 厚生労働科学研究費補助金 （分担研究者） 
  8. 高次脳機能障害者に対する連続したサービスの提供に関する研究. 
 2001年度～2003年度 厚生労働科学研究費補助金 （分担研究者） 
   9. 複数の専門職種の連携による高次脳機能障害者の小規模作業所における個別プログラ
ムの導入とその評価に関する研究. 
 2003年度 三菱財団研究助成（代表研究者） 
 10. ダイオキシン類等による胎児期曝露が幼児の発達に及ぼす影響の前向きコホート疫学. 
2003年度～2005年度 厚生労働科学研究費補助金 （分担研究者） 
 11. 難分解性有機汚染物質（POPs）の胎児期曝露に関する研究. 
 2007年度～2009年度 厚生労働科学研究費補助金 （分担研究者） 
 12. 神経学的基盤に基づく発達障害の診断・治療ガイドライン策定に関する総合的研究. 
2007年度～2009年度 厚生労働省精神・神経疾患研究委託費 （分担研究者） 
 
＜大学運営に関する情報＞ 
 
学内委員等（2001年度以降） 
広報委員会委員 2001年度 
 附属図書館商議員会委員 2001年度 
 貴重図書選定委員会委員 2001年度 
 附属図書館評価委員会委員 2001年度 
 川内地区図書委員会委員 2001年度 
 情報シナジーセンター物品調達にかかる技術審査職員 2001年度 
 評議会評議員 2002年度～2003年度 
 情報基盤委員会・ﾈｯﾄﾜｰｸ安全・倫理専門委員会 2002年度～2006年度 
 情報基盤委員会・ﾈｯﾄﾜｰｸ安全・倫理連絡部会委員 2002年度～2006年度 
 評価委員会・改善専門委員会委員 2002年～2003年度 
 予算委員会委員 2002年度～2003年度 
 インターネット･スクール審議会委員 2002年度～2003年度 
 未来科学技術研究センター運営専門委員会委員 2002年度 
4 
 
 施設整備委員会委員 2003年度 
 施設整備委員会・川内地区協議会委員 2003年度 
 文科系四研究科土地・建物委員会委員 2003年度 
 学務審議会委員 2004年度～2005年度 
 学務審議会・全学教育科目委員会・基幹科目委員会委員長 2004年度～2005年度 
 学務審議会・教職課程委員会委員長 2004年度～2005年度 
 ハラスメント全学防止対策委員会委員 2006年度～2007年度 
 研究推進審議会・研究倫理専門委員会・部局相談窓口担当者 2006年度 
 百周年記念事業実行委員会委員 2007年度  
 百周年記念事業推進実行委員会委員 2007年度 
 百年史編さん委員会委員 2007年度～2008年度 
 キャンパス将来計画委員会委員 2007年度 
 環境・安全委員会委員 2007年度～2008年度 
 事業場安全衛生委員会委員長 2007年度～2008年度 
 懲戒委員会委員 2007年度 
 記念講堂運営委員会委員 2007年度 
 入学試験委員会委員 2007年度 
 入学者選抜委員会委員 2007年度 
 国際高等研究教育機構（２１世紀 COE等）設置構想検討委員会委員 2007年度 
 日本学生支援機構奨学金返還免除候補者選考委員会委員 2007年度～2008年度 
 未来科学技術研究センター運営委員会委員 2007年度 
 学友会全学協議会委員 2007年度 
 全学同窓会評議員会委員 2007年度 
 全学同窓会幹事 2007年度 
 在仙大学教育実習等連絡協議会委員 2007年度 
 東北大学教育実習運営協議会委員 2007年度～2008年度 
 評価委員会委員 2008年度 
 入学試験審議会委員 2008年度 
 表彰学生選考委員会委員 2008年度 
 国際高等研究教育機構運営審議会委員 2008年度 
 人文社会系推進戦略検討委員会委員 2008年度 
 コンプライアンス委員会委員 2010年度～2011年度 
 
＜社会活動に関する情報＞ 
学外の社会活動 
 東北大学大学教育開放講座（公開講座）講師 2000年度 
 日本教育大学協会評議員 2002年度～2003年度，2007年度～2008年度 
同志社大学こころの生涯発達研究センター嘱託研究員 2006年度～ 
第 47回国立七大学総合体育大会顧問 2007年度 
東北大学出版会評議員 2007年度～2008年度 
東北大学研究教育振興財団・東北大学創立百周年記念事業推進実行委員会委員及び 
同・常任実行委員会委員 2007年度～2008年度 
国立大学法人琉球大学教育学部外部評価委員 2009年度～2011年度 
国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所客員研究員 2009年度～2014年度 
沖縄国際大学客員研究員 2014年度 
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行政機関・企業・ＮＰＯ等参加 
 宮城県子ども人権ＳＯＳ対策委員会委員長 1997年度～1998年度 
 宮城県児童虐待防止事例検討委員会委員 1997年度～1998年度 
 東北厚生年金病院倫理委員会委員 2000年度～2001年度 
 宮城県高次脳機能障害支援モデル事業連絡調整委員会委員 2001年度～2003年度 
 認知症介護研究研修仙台センター専門委員会（のち外部評価委員会）委員 2001年度～ 
 認知症介護研究研修仙台センター倫理委員会委員長 2003年度～ 
 宮城県高次脳機能障害支援対策整備推進委員会委員 2004年度～2006年度 
 仙台市教育委員会・障害児就学指導委員会委員 2004年度～2006年度 
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業績リスト 
 
Ⅰ 著書・編著 
1. Current Issues in Neurolinguistics: A Japanese Contribution. （執筆担当部分）The 
Token Test in preschool children and adult aphasics．pp.69-95, （共著者：Hosokawa 
K, Nakamura R, Ohye A）, Fred C.C. Peng (Ed.), The International Christian University, 
1981. 
 
2. 中枢神経疾患の作業療法.（執筆担当部分）第 2章6 ライフサイクルと心理(pp.21-25), 第
4章 障害と心理(pp.39-45), 中村隆一（編）, 医歯薬出版, 1983. 
 
3. 新版看護のための臨床医学大系 第 18巻 リハビリテーション医学. （執筆担当部分）第 1
章 3D 心理－障害と人間行動－, pp.48-56, 日野原重明（監修）, 中村隆一（編）, 情報
開発研究所, 1988. 
 
4. Pain－痛みの基礎と臨床－. （執筆担当部分）リハビリテーションと痛み, pp.464-476, 
（共著者：Nakamura R）, 高倉公朋, 森 健次郎, 佐藤昭夫（編）, 朝倉書店, 1988. 
 
5. Advances in Neurology.（執筆担当部分）Assessment and prediction of the functional 
state of stroke in early rehabilitation, pp.385-394,（共著者：Nakamura R, Nagasaki 
H）,  J.S. Chopra, et al.(Eds.), Elsevier Science Publishers, 1990. 
 
6. 健康心理学－健康の回復・維持・増進を目指して－.（執筆担当部分）第 10 章 神経疾患
患者の心理と行動, pp.153-166, 岡堂哲雄（編）, 誠信書房, 1991. 
 
7. リハビリテーション基礎医学 第 2版.（執筆担当部分）Ⅵ-D 運動学習の理論, pp.359-368, 
（共著者： Nakamura R）, 上田敏, 千野直一, 大川嗣雄（編）, 医学書院, 1994. 
 
8. TAIS日本版マニュアル. 加藤孝義，細川徹（監修）, システムパブリカ,  1995.  
 
9. 基礎心理学通論.（執筆担当部分）第 1章 心理学とはどういう学問か(pp.16-19), 第 2章
2節 心理学のあゆみ－現代への流れ－(pp24-30), 丸山欣哉（編）, 福村出版, 1996. 
 
10. 脳卒中の機能評価と予後予測 第 1, 2版.（執筆担当部分）第 2章 脳卒中機能回復評価シ
ステム(pp.29-58), 第 3 章 機能回復の特徴(pp.59-69), 第 4 章 退院後の機能的予後
(pp.71-85) , 中村隆一，長崎浩，細川徹（編著）, 医歯薬出版, 1991, 1997. 
 
11. 脳卒中のリハビリテーション 第 1, 2版.（執筆担当部分）第 2章 2-10 高次脳機能障害
(pp.101-119), 第 3 章 6 心理検査(pp.228-238), 第 4 章 6 心理カウンセリング
(pp.371-374), （共著者：細川惠子, 平野幹雄, 西田充潔）, 中村隆一（編）, 永井書店, 
1986, 2000. 
 
12. 入門リハビリテーション医学 第 1, 2, 3 版. （執筆担当部分）第 6 章 5 心理検査
(pp.259-265),第9章7 心理的アプローチとカウンセリング (pp.402-406), 第11章9  慢
性疼痛と行動療法 (pp.701-708), 中村隆一（監修）, 医歯薬出版, 1996, 1998, 2007. 
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13. 入門リハビリテーション概論 第 1, 2, 3, 4, 5, 6, 7版. （執筆担当部分）第 4章 リハ
ビリテーションと心理 (pp.91-110), 第6章4-8 心理療法 (pp.194-196), 第6章4-9 カ
ウンセリング(pp.196-197), 中村隆一, 佐直信彦（編）, 医歯薬出版, 1991, 1993, 1999, 
2001, 2005, 2006, 2009. 
 
14. 発達障害の子どもたち.（執筆担当部分）序章 発達期における様々な障害(pp.1-15), 第 3
章 ウィリアムズ症候群(pp. 58-77), 細川 徹（編）, 中央法規出版, 2003. 
 
15. 子どものこころを育む発達科学.（執筆担当部分）第7章 発達障害の理解(pp.106-122), 内
山伊知郎, 青山謙二郎, 田中あゆみ（編）, 北大路書房, 2008. 
 
16. 特異的発達障害.（執筆担当部分）第 1章 D疫学（pp.34-37）,  稲垣真澄（編）, 診断と
治療社, 2010. 
 
 
Ⅱ 論文等 
○研究論文 
1. Visual matching, depth perception and continuous reaction time in patients with 
unilateral hemisphere lesions.  (Hosokawa T., Isagoda A., Shibuya N.) Tohoku 
Psychologica Folia, 36, 57-67, 1977. 
 
2. Token Test による失語症の評価とその妥当性.  (細川惠子，細川徹) 聴覚言語障害, 6, 
77-86, 1977. 
 
3. Dichotic listening and dichotic temporal discrimination in patients with unilateral 
hemisphere lesions. (Hosokawa T., Shibuya N., Hosokawa K.) Tohoku Psychologica 
Folia, 37, 41-55, 1978. 
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21. Reliability and validity of a Japanese version of the short-form Eysenck Personality 
Questionnaire-Revised. (Hosokawa T, Ohyama M.)  Psychological Reports, 72, 
823-832, 1993. 
 
22. 地域胃がん検診の受診行動の心理的規定要因－Health Belief Model による検討－. 
 (坪野吉孝，深尾彰，久道茂，菅原伸之，細川徹) 日本公衆衛生雑誌, 40, 255-264, 1993. 
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317-327, 2003. 
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55. Reliability and validity of the Multidimensional Health Locus of Control scale in 
Japan: Relationship with demographic factors and health-related behavior.  
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78. Working memory in Japanese children with learning disabilities: Assessment using 
the Japanese short form of the Swanson Cognitive Processing Test. (Hwang Y, 
Hosokawa T) Japanese Journal of Special Education, 44, 463-472, 2007. 
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90. 日本語版不適応行動尺度の作成の試み. (龍田希, 仲井邦彦, 鈴木恵太, 黒川修行, 島田美
幸, 柳沼梢, 佐藤洋, 細川徹)  日本衛生学雑誌, 65, 516-523, 2010. 
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Hosokawa T)  Brain & Development, 33, 494-503, 2011. 
 
94. Prenatal exposures to environmental chemicals and birth order as risk factors for 
child behavior problems. (Tatsuta N, Nakai K, Murata K, Suzuki K, Iwai-Shimada M, 
Yaginuma-Sakurai K, Kurokawa N, Nakamura T, Hosokawa T, Satoh H)  
Environmental Research, 114, 47-52, 2012.  
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95. Comparison of Kyoto Scale of Psychological Development and Bayley Infant 
Development, second edition, among Japanese infants. (Tatsuta N, Suzuki K, 
Sugawara T, Nakai K, Hosokawa T, Satoh H)  Journal of Special Education 
Research, 2, 17-24, 2013. 
 
96. 日本人小学1年生を対象に実施したBoston Naming Testの標準データの検討. (龍田希, 
仲井邦彦,  鈴木恵太, 黒川修行, 細川徹, 佐藤洋) 日本衛生学雑誌, 68, 189-196, 2013. 
 
97. 高機能自閉症児における対人相互交渉の困難の要因に関する検討―心の理論課題を通過
する事例の様相に着目して―. (鈴木徹, 平野幹雄, 北洋輔, 郷右近歩, 野口和人, 細川徹)  
特殊教育学研究, 51, 105-113, 2013. 
 
98. ある自閉症児の対人相互交渉におけるトラブルの変遷 : 観察記録および保護者への聞き
取りを通して. (鈴木徹, 野口和人, 細川徹)  東北大学大学院教育学研究科研究年報,  61, 
159-169, 2013. 
 
99. 東日本大震災が生後 66 ヶ月児の不適応行動におよぼす影響. (龍田希, 仲井邦彦, 鈴木恵 
太,  佐藤洋, 細川徹)  東北大学大学院教育学研究科研究年報, 61, 73-84, 2013. 
 
100. Impacts of prenatal exposures to polychlorinated biphenyls, methylmercury, and lead 
on intellectual ability of 42-month-old children in Japan. (Tatsuta N, Nakai K, Murata 
K, Suzuki K, Iwai-Shimada M, Kurokawa N, Hosokawa T, Satoh H)  Environmental 
Research, 133, 321-326, 2014. 
 
101. Day-to-day variability in home blood pressure is associated with cognitive decline: The 
Ohasama study. (Matsumoto A, Satoh M, Kikuya M, Ohkubo T, Hirano M, Inoue R, 
Hashimoto T, Hara A, Hirose T, Obara T, Metoki H, Asayama K, Hosokawa A, Totsune 
K, Hoshi H, Hosokawa T, Sato H, Imai Y) Hypertension, 63, 1333-1338, 2014. 
 
102. 高機能自閉症者における自己及び他者の行為とその結果の因果関係の理解. (鈴木徹, 平 
野幹雄,  野口和人, 細川徹)  発達障害研究, 36, 293-302, 2014. 
 
103. 知的障害のある自閉症者における時間的拡張自己の成立に関する研究. (鈴木徹, 鈴木恵
太, 平野幹雄, 野口和人, 細川徹) 自閉症スペクトラム研究, 11, 21-28, 2014 
 
○調査報告書 
1. 運動失調症患者の生活行動. (細川徹)  厚生省特定疾患・運動失調症調査研究班・昭和 57
年度研究報告書, 27-30, 1982 . 
 
2. 脳性麻痺療育システムの最適化. (中村隆一，北原佶，細川徹)  厚生省心身障害研究「脳性
麻痺児の地域療育体制づくりに関する研究」昭和56年度研究報告書, 47-52, 1982. 
 
3. 脳性麻痺療育システムの最適化2. (中村隆一，北原佶，細川徹)  厚生省心身障害研究「脳
性麻痺児の地域療育体制づくりに関する研究」昭和57年度研究報告書, 33-36, 1983. 
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4. 脳性麻痺に対する整形外科的手術の現状. (中村隆一，北原佶，細川徹)  厚生省心身障害研
究「小児慢性疾患の診断、治療、管理に関する研究」昭和58年度研究業績, 393-399, 1984. 
 
5. 大学新入生における人格適応の変遷と大学教育・学生相談の課題；社会心理学的接近. (豊
嶋秋彦，芳野晴男，清俊夫，細川徹) 弘前大学保健管理概要, 8, 1-25, 1985. 
 
6. 脳性麻痺療育システムの最適化3. (中村隆一，北原佶，細川徹)  厚生省心身障害研究「脳
性麻痺児の地域療育体制づくりに関する研究」昭和58年度研究報告書,  31-38, 1985. 
 
7. 脳性麻痺児の施設療育に関する研究. (中村隆一，北原佶，細川徹，青木扶美，遠藤博之，
杉谷晃俊，鈴木恒彦，初山泰弘，穐山富太郎)  厚生省心身障害研究・身体障害児の療育に
関する研究・昭和59年度研究報告書, 13-23, 1986. 
 
8. 大学新入生における適応過程予測因の時代的変遷－入試制度変動期と定着期における適応
過程の比較から－.  (清俊夫，豊嶋秋彦，細川徹，芳野晴男)  弘前大学保健管理概要, 10, 
23-59, 1987. 
 
9. 脳性麻痺児の施設療育に関する研究2. (中村隆一，北原佶，細川徹，青木扶美，鈴木恒彦，
初山泰弘，穐山富太郎，遠藤博之，杉谷晃俊，福田道隆，詫間晋平)  厚生省心身障害研究
「身体障害児の療育に関する研究」昭和60年度研究報告書, 27-49, 1987. 
 
10. 正常児・脳性麻痺児の協調運動の発達. (中村隆一，北原佶，細川徹，藤田正明，佐藤一望)  
厚生省心身障害研究「身体障害児の療育に関する研究」昭和 60 年度研究報告書, 83-87, 
1987. 
 
11. 大学生における適応の構造と適応過程の予測因に関する追跡的研究. (豊嶋秋彦，芳野晴男，
清俊夫，細川徹) 昭和 59/60/61 年度文部省科学研究費補助金（一般研究Ｃ）研究成果報告
書, 1987. 
 
12. 発達障害児の定義・分類の基準化に関する研究－MEDLINEからみた発達障害研究の動向
－. (細川徹)  厚生省心身障害研究「心身障害児（者）の医療療育に関する総合的研究」昭
和62年度研究報告書, 243-245, 1988. 
 
13. 社会的発達の追跡例の検討. (細川徹，中村隆一)  厚生省心身障害研究「身体障害児の療育
に関する研究」昭和61年度研究報告書, 38-40, 1988.  
 
14. 心身障害児（者）に対する態度の測定. (中村隆一，細川徹)  厚生省心身障害研究「心身障
害児者の地域福祉体制の整備に関する総合的研究」昭和62年度研究報告書, 84-88, 1988. 
 
15. 精神遅滞の概念と定義－過去及び現在－. (細川徹)  厚生省心身障害研究「心身障害児（者）
の医療療育に関する総合的研究」昭和63年度研究報告書, 213-221, 1989. 
 
16. 障害児（者）に対する態度の測定（その２）. (中村隆一，細川徹)  厚生省心身障害研究「心
身障害児（者）の地域福祉体制の整備に関する総合的研究」昭和63年度研究報告書, 86-90, 
1989. 
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17. 歩行能力と生活活動（第１報）. (佐直信彦，中村隆一，千田富義，細川徹)  厚生省特定疾
患・スモン調査研究班・昭和63年度研究報告書, 357-361, 1989. 
 
18. 発達性言語障害－その歴史と概念－. (細川徹)  厚生省心身障害研究「心身障害児（者）の 
医療療育に関する総合的研究」平成元年度研究報告書, 235-245, 1990. 
 
19. 障害児（者）に対する態度の測定（その３）. (中村隆一，細川徹)  厚生省心身障害研究「心
身障害児（者）の地域福祉体制の整備に関する総合的研究」平成元年度研究報告書, 55-59, 
1990. 
 
20. 障害児（者）の社会的発達及び再適応と地域・家族・情報. (中村隆一・細川徹)  昭和61/62/63
年度文部省科学研究費（特定研究１）研究成果報告書, 1-8, 1990. 
 
21. 歩行能力と生活活動（第２報）. (中村隆一，佐直信彦，三浦英男，千田富義，細川徹)  厚
生省特定疾患・スモン調査研究班・平成元年度研究業績集,  378-382, 1990. 
 
22. 精神遅滞の理論的分類と経験的分類. (細川徹)  厚生省心身障害研究「心身障害児（者）の
医療療育に関する総合的研究」平成２年度研究報告書, 228-231, 1991.  
 
23. 歩行能力と生活活動（第３報）. (中村隆一，佐直信彦，三浦英男，千田富義，細川徹)  厚
生省特定疾患・スモン調査研究班・平成２年度研究業績集, 332-335, 1991. 
 
24. DSM-Ⅲ-RからDSM-Ⅳへ：その背景と発達障害. (細川徹)  厚生省心身障害研究「心身障
害児（者）の医療療育に関する総合的研究」平成３年度研究報告書, 224-229, 1992. 
 
25. 精神遅滞児の判定に関する米国の動向と日本の児童相談所における実態調査. (細川徹，本
間博彰，大江加寿子，石森義茂)  厚生省心身障害研究「心身障害児（者）の医療療育に関
する総合的研究」平成４年度研究報告書, 201-219, 1993. 
 
26. 学習障害. (細川徹)  厚生省心身障害研究「心身障害児（者）の医療療育に関する総合的研
究」平成５年度研究報告書, 60-67, 1994. 
 
27. 地域高齢者の拡大ADLの項目応答理論による分析. (細川徹)  厚生省長寿科学総合研究・
平成５年度研究報告6, 91-95, 1994. 
 
28. AAMR（米国精神遅滞学会）による精神遅滞の新しい定義. (細川徹)  厚生省心身障害研究
「心身障害児（者）の医療療育に関する総合的研究」平成６年度研究報告書, 115-121, 1995. 
 
29. 拡大 ADL 尺度得点による在宅高齢者の機能的状態の追跡研究. (細川徹，辻一郎，井上実
香，前沢政次)  厚生省長寿科学総合研究・平成６年度研究報告6, 83-88, 1995. 
 
30. 学習障害の概念－歴史と問題点－. (竹下研三，細川徹，長尾秀夫)  厚生省心身障害研究「親
子のこころの諸問題に関する研究」平成６年度研究報告書, 129-132, 1995. 
 
31. 高齢失語症患者およびその配偶者の心理社会的適応を支援するプログラムの開発.(細川徹,
渋谷直樹, 細川惠子, 石坂郁代, 杉山謙樹, 早坂浩志)  ジエロントロジー研究報告(日本火
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災福祉財団), 147-155, 1996. 
 
32. 学習障害児における持続性注意：健常児の連続遂行検査（CPT）成績. (細川徹，黒崎亮)  厚
生省心身障害研究「ハイリスク児の健全育成のシステム化に関する研究」平成８年度研究
報告書, 157-158, 1997. 
 
33. 高齢者の拡大 ADL と運動能力(体力). (細川徹，辻一郎，長崎浩，青沼孝徳)  厚生省長寿
科学総合研究・平成８年度研究報告7, 306-310, 1997. 
 
34. 在宅高齢者・障害者を介護する者の負担感－日本語版評価尺度の作成－. (荒井由美子，細
川徹)  健康文化研究助成論文集（明治生命厚生事業団）, 3, 1-6, 1997. 
 
35. 脳性麻痺児における適応技能の発達の（非）累積的モデルの検証. (細川徹)  文部省科学研
究費・基盤研究(C)(2)平成7/8/９年度研究報告書, 1998. 
 
36. 学習障害児研究の現状と課題. (細川徹)  厚生省心身障害研究「ハイリスク児の健全育成の
システム化に関する研究」平成9年度研究報告書, 146-147, 1998. 
 
37. 高齢者におけるMotor Fitness Scaleと体力測定との関係. (細川徹，長崎浩，衣笠隆，伊
東元，辻一郎，鈴木堅二，佐直信彦，青沼孝徳)  厚生省長寿科学総合研究・平成9年度研
究報告6, 135-138, 1998. 
 
38. 学習障害が疑われる児童に対する通級指導の実態－仙台市－. (細川徹，黄淵熙，阿部芳久)  
厚生科学研究(子ども家庭総合研究事業) 「心身症、神経症等の実態把握及び対策に関する
研究」平成10年度研究報告書 (第3／6), 47-49, 1999. 
 
39. 児童相談所における障害認定と入所判定基準のあり方に関する研究. (本間博彰，細川徹，
杉山登志郎，近藤弘子，安部計彦，辰野洋子，鳴海明敏，安井由紀，佐竹嘉裕)  厚生科学
研究（障害保健福祉総合研究事業）「精神薄弱児・者の障害認定の基準と入所判定に関する
総合研究」平成10年度研究報告書, 61-87, 1999. 
 
40. 通級指導教室における学習障害児の実態とその教育的支援に関する研究. (細川徹)  文部
省科学研究費・基盤研究(C)(2)平成11年度研究報告書, 2000. 
 
41. 言語障害通級指導教室における学習障害児の実態. (細川徹，佐々木美奈，黄淵熙，阿部芳
久)  厚生科学研究（子ども家庭総合研究事業）「心身症、神経症等の実態把握及び対策に関
する研究」平成11年度研究報告書, 995-1001, 2000. 
 
42. 児童相談所における障害認定と入所判定基準のあり方に関する研究－知的障害の医学判
定のあり方および乳幼児期からの支援とその判定について－. (本間博彰，細川徹，近藤弘
子，井出浩，只野文基，安部計彦，岡本正子，薄田祥子，藤田美枝子，安井由紀)  厚生科
学研究（障害保健福祉総合研究事業）「精神薄弱児・者の障害認定の基準と入所判定に関す
る総合研究」平成11年度研究報告書, 1-23, 2000. 
 
43. 言語障害通級指導教室における学習障害児の追跡調査. (細川徹，黄淵熙，阿部芳久)  厚生
科学研究（子ども家庭総合研究事業）「心身症、神経症等の実態把握及び対策に関する研究」
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平成12年度研究報告書, 2001. 
 
44. 環境汚染物質による健康影響の疫学調査に応用可能な新生児行動評価法の確立に関する
研究. (細川徹)  厚生科学研究（生活安全総合研究事業）「生活環境中の化学物質が胎児脳と
出生後の発達に及ぼす影響の疫学研究」平成12年度総括・分担研究報告書, 39-48, 2001. 
 
45. 児童虐待の多重性とその要因及び発見の手がかり. (細川徹)  厚生科学研究（子ども家庭総
合研究事業）「乳幼児期の虐待防止および育児不安の母親の支援を目的とした母子保健に関
する研究」平成12年度研究報告書, 83-109, 2001. 
 
46. 評価分析. (細川徹，山田嘉明)  文部科学省（科学技術庁）総合研究「広域高速ネットワー
クを利用した生活工学アプリケーションの調査研究」平成 11・12 年度研究成果報告書, 
81-90, 2001. 
 
47. 学習障害の診断手引書. (小枝達也，竹下研三，加我牧子，細川徹，宮本信也)  厚生科学研
究費補助金・子ども家庭総合研究事業「心身症、神経症等の疾患・状態像に対する診断基
準、対応マニュアル」, 2001. 
 
48. 児童の対人ストレスと学校適応に関する研究. (足立智昭，細川徹，仁平義明)  文部科学省
科学研究費補助金・基盤研究（C）平成10-12年度研究成果報告書（研究代表者：村井憲男）, 
2001. 
 
49. 高次脳機能障害支援モデル事業の背景. (細川徹)  宮城県高次脳機能障害支援モデル事
業・平成13年度事業報告書, 4-6, 2001.  
 
50. 通級指導教室における学習障害児の実態とその教育的支援に関する研究. (細川徹，阿部芳
久)  文部科学省科学研究費補助金・基盤研究（C）平成 11-13 年度研究成果報告書（研究
代表者：細川 徹）, 2002. 
 
51. わが国における障害児虐待の実態とその特徴. (細川徹，本間博彰)  厚生科学研究費補助
金・子ども家庭総合研究事業「乳幼児期の虐待防止及び育児不安の母親の支援を目的とし
た母子保健に関する研究」平成13年度研究報告書, 2002. 
 
52. 高齢者の生活時間構造に関する調査：秋田県象潟町における実態. (吉川法生, 大場禮子, 細
川 徹)  平成14年度老人保健事業推進費補助金による研究報告書, 181-194, 2003. 
 
53. 痴呆性高齢者の介護を担う家族の身体拘束に対する意識とその変化に関する研究.( 桂晶
子,細川徹)  平成14年度老人保健事業推進費等補助金による研究報告書, 195-208, 2003. 
 
54. 高次脳機能障害者実態調査報告. (遠藤実, 細川徹, 平野幹雄)  宮城県高次脳機能障害支援
モデル事業・平成14年度事業報告書, 24-39, 2003. 
 
55. 宮城県北部連続地震後の子どものストレス反応に関する研究. (山崎剛, 三上由紀子, 蘇武
清一, 白澤英勝, 細川徹)  宮城県精神保健福祉センター紀要（2003）,宮城県北部連続地震
版, 15-50, 2004. 
 
20 
 
56. ケア満足度評価尺度（ASC）の開発. (細川徹, 西永堅, 郷右近歩, 杉山謙樹, 原田勝行)  厚
生労働科学研究費補助金障害保健福祉総合研究事業・平成 13-15 年度総合研究報告書, 
112-121, 2004. 
 
57. 高次脳機能障害者における病識とリハビリテーション医療に対する満足度. (細川徹, 細川
惠子, 原田勝行, 渡辺裕志, 西永堅, 郷右近歩, 遠藤実)  厚生労働科学研究費補助金障害保
健福祉総合研究事業・平成13?15年度総合研究報告書, 122-124, 2004.  
 
58. 高次脳機能障害者に対する連続したサービスの提供に関する研究. (佐藤徳太郎，飯田勝，
宮永和夫，伊藤利之，片山容一，北村弥生，細川徹，三輪隆子)  厚生労働科学研究費補助
金・障害保健福祉総合研究事業・平成13-15年度総合研究報告書（主任研究者：長岡正範）, 
2004. 
 
59. 複数の専門職種の連携による高次脳機能障害者の小規模作業所における個別プログラム
の導入とその評価に関する研究. (細川徹, 郷右近歩, 西永堅, 平野幹雄, 遠藤実, 大坂純)  
平成15年度三菱財団事業報告書, 606-608, 2004. 
 
60. 周産期における PCBs 曝露の健康影響―新生児期から生後 18 ヶ月までの追跡調査の結果
から―. (細川徹, 岡村州博，堺武男，村田勝敬)  厚生労働科学研究費補助金・化学物質リス
ク研究事業「難分解性有機汚染物質（POPs）の胎児期曝露に関する研究」（H18-化学-一般
-005）平成18年度総括・分担研究報告書, 15-23, 2007. 
 
61. 乳幼児期における視覚認知機能に基づく知的発達の予測. (細川徹, 佐藤洋, 本田仁視, 内 
山伊知郎, 奥住秀之)  平成 14-16 年度科学研究費補助金（基盤 B)研究成果報告書, 1-140, 
2005. 
 
62. 学習障害児（読み書き障害）における作業記憶の発達に関する神経心理学的研究.(木船憲
幸，大平壇，太田富雄，細川徹)  文部科学省科学研究費補助金・基盤研究（C）平成14-16
年度研究成果報告書（研究代表者：石坂郁代）, 2005. 
 
63. 宮城県北部連続地震7ヵ月後の子どものストレス反応. (山崎剛, 白澤英勝, 細川徹)  宮城
県精神保健福祉センター紀要（2004）, 15-34, 2005. 
 
64. 宮城県北部連続地震1年後の子どものストレス反応. (山崎剛, 白澤英勝, 細川徹)  宮城県
精神保健福祉センター紀要（2004）, 35-51, 2005. 
 
65. 読字障害の実態把握と成人例の指導・介入法、(細川徹, 石坂郁代)  平成 19-21 年度厚生
労働省精神・神経疾患研究委託費（19指-8）「神経学的基盤に基づく発達障害の診断・治療
ガイドライン策定に関する総合的研究」総括研究報告書, 89-95, 2009. 
 
66. 周産期における環境由来化学物質曝露と子どもの社会生活能力の関連性―生後 66 ヶ月追
跡調査の結果―. (細川徹)  厚生労働科学研究費補助金・化学物質リスク研究事業「出生コ
ホートによる難分解性有機汚染物質（POPs）曝露の次世代影響の検証」（H21-化学-一般-007）
平成21年度総括分担研究報告書, 18-25, 2010. 
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Ⅲ 総説・解説 
1. 講座・運動学習（１）学習理論１・運動学習の基礎. (中村隆一，細川徹)  理学療法と作
業療法, 22, 35-40, 1988. 
 
2. 講座・運動学習（２）学習理論２・臨床への応用. (中村隆一，細川徹) 理学療法と作業療
法, 22, 99-104, 1988. 
 
3. 講座・運動学習（８）プログラム学習２. (中村隆一，細川徹)  理学療法と作業療法, 22, 
523-527, 1988. 
 
4. 看護学生の職業観と進路選択（１）卒業をひかえた589名のアンケート調査. (細川徹，小
林淳子，豊嶋秋彦)  ヘッドナース, 7, 11-22, 1992. 
 
5. 看護学生の職業観と進路選択（２）看護学校志望理由と看護コースにおける適応感から結
果を読む. (豊嶋秋彦，細川徹，小林淳子)  ヘッドナース, 7, 135-147, 1992. 
 
6. 看護学生の職業観と進路選択（３）価値観からみた学生の４つのタイプ. (細川徹，小林淳  
子，豊嶋秋彦)  ヘッドナース, 7, 123-143, 1993. 
 
7. リハビリテーションにおける高次機能検査. (細川徹)  理学療法の歩み, 4, 27-37, 1993. 
 
8. リハビリテーションにおける患者の心理と看護. (細川徹)  ナースデータ, 15, 16-21, 1994. 
 
9. 臨床心理とは. (細川徹)  日本医師会雑誌, 112, 190-193, 1994. 
 
10. 学習障害の歴史と概念. (細川徹) 学習障害シンポジウム実行委員会（編）学習障害：概念、
症候、指導, 1-8, 1996. 
 
11. 知的障害者の地域生活を支える Respite Service と家族のニードに関する日本の最新動
向.(田中敦士，奥住秀之，高登榮，細川徹，村井憲男)  特殊教育要求児童研究（韓国・檀
國大學校特殊教育研究所）, 5, 229-243, 1996. 
 
12. RA 患者の痛みと健康関連 QOL. (細川徹)  日本リウマチのリハビリ研究会誌, 11, 5-8, 
1997. 
 
13. 慢性疼痛の管理－心理学から－. (細川徹)  運動療法と物理療法, 10, 42-45, 1999 . 
 
14. QOLの測定. (平野幹雄，細川徹)  運動療法と物理療法12, 147-153, 2001. 
 
15. 学習障害（LD）概論－歴史的背景－. (細川徹)  小児科診療, 65, 885-889, 2002. 
 
16. 新しい視点から特殊教育の方向性を考える. (細川徹) 特殊教育学研究, 41, 533-534, 2004. 
 
17. 遂行機能と心の理論との関係. (郷右近歩, 平野幹雄, 野口和人, 細川徹)  東北大学大学院
教育学研究科研究年報, 53, 371-385, 2004. 
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18. 発達障害児における社会的相互作用に関する研究動向－学童期の仲間関係を中心に－. (金
彦志, 細川徹) 東北大学大学院教育学研究科研究年報, 53, 239-251, 2005. 
 
19. 発達障害への支援における発達的視点（７）知的障害. (西永堅，細川徹)  別冊発達, 28, 
148-155, 2006. 
 
20. 遂行機能と心の理論との関係についての研究動向とその課題. (郷右近歩, 細川徹)  特殊教
育学研究, 45, 25-33, 2007. 
 
21. 環境由来化学物質の胎児期曝露の影響. (仲井邦彦，堺武男，岡村州博，細川徹，村田勝敬，
佐藤洋) 周産期学シンポジウム, 23, 19-26, 2005.   
 
22. 生活環境中化学物質と発達との関連についての文献的考察－発達障害との関連を含めて
－.(鈴木恵太, 細川徹, 野口和人)  宮城教育大学特別支援教育総合研究センター研究紀要, 
4, 57-66, 2009. 
 
23. Autism Spectrum Disorders児の対人距離に関する研究動向. (北洋輔, 稲垣真澄, 軍司敦
子,細川徹)  東北大学大学院教育学研究科研究年報, 58, 149-162, 2009. 
 
24. 自閉症スペクトラム障害（ASD）における感情：非定型発達脳での感情発達に及ぼす社会
的経験の役割. (北洋輔, 細川徹)  心理学評論, 53, 140-150, 2010. 
 
25. History of autism spectrum disorders: Historical controversy over the diagnosis. (Kita Y, 
Hosokawa T)  Annual Report of Graduate School of Education, Tohoku University, 59, 
147-166, 2011. 
 
26. 心の理論仮説提唱以降における自閉症者の対人相互交渉の問題に関する研究動向. (鈴木徹, 
細川徹, 野口和人)  宮城教育大学特別支援教育総合研究センター研究紀要, 8, 81-88, 2013. 
 
Ⅳ 会議・学会発表 
（省略） 
 
Ⅴ その他 
（省略） 
